交換に至る経緯

　平成６年（１９９４年）に福岡市で開催された第１回アジア太平洋都市サミットに大分市が参加した際、広州市も参加していたことから、サミットを通じて連携をとることとなりました。

　平成８年（１９９６年）には、広州市で開催された第２回アジア太平洋都市サミットに大分市が参加したことにより広州市とのつながりが強化され、翌年３月に広州市より友好都市の枠組みにとらわれない交流促進の締結の申し入れがありました。

　大分市も、外国諸都市との公式交流の窓口を広げ、オープンな国際交流の展開を図るとともにアジア太平洋都市の共生とネットワークの構築に寄与するという観点から、平成９年（１９９７年）１０月９日に木下市長、阿部剛四郎市議会議長が広州市を訪問し覚書を締結しました。

　

